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フ
ラ
ン
ス
の
科
学
探
査
船

タ
ラ
号
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

５
月
５
日
（
土
・
祝
）
か
ら
８
日
（
火
）
に
か
け
て
、
世

界
中
で
海
洋
調
査
を
行
っ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
科
学
探
査
船
・

タ
ラ
号
が
仁
尾
マ
リ
ー
ナ
に
来
航
し
ま
し
た
。
タ
ラ
号
が
教

え
て
く
れ
た
海
の
現
状
の
話
を
受
け
て
、
私
た
ち
が
自
然
を

守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

世
界
の
海
で
問
題
に
な
っ
て
い
る

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
は
、

直
径
５
ミ
リ
以
下
の
微
細
な
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
こ
と
。
タ
ラ
号
は
世

界
中
の
海
水
の
調
査
を
通
し
て
、
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
深
刻

な
汚
染
の
問
題
を
目
の
当
た
り
に
し

ま
し
た
。

今
回
、
タ
ラ
号
が
三
豊
市
へ
来
航

し
た
際
に
は
、
総
合
案
内
人
と
し
て

関
わ
っ
て
く
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

日
比
野
克
彦
さ
ん
が
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク

の
説
明
を

し
て
く
れ

ま
し
た
。

「
プ
ラ

ス
チ
ッ

ク
ご
み
は
、

ど
ん
な
に

細
か
く
な

っ
て
も
無
く
な
り
は
し
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
魚
が
食
べ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
魚
を
食
べ
る
の
は
私
た
ち

人
間
で
す
。
ビ
ニ
ー
ル
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
の
ご
み
は
、
だ
れ
か
が
海

に
捨
て
た
も
の
。
自
分
た
ち
の
生
活

と
海
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
忘

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
」

ま
た
、
ヨ
ア
ン
・
ミ
ュ
シ
ュ
リ
船

長
を
は
じ
め
、
乗
組
員
の
皆
さ
ん
か

ら
は
、
海
の
環
境
を
守
る
必
要
性
が

強
く
訴
え
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
ま
ず
は
、
私
た
ち
が
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
を
使
わ
な
い
努
力
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
球
の
た
め
に
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
、
真
剣
に
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
」

サ
ン
ゴ
礁
の
半
分
が
消
滅
す
る
未
来

海
洋
の
わ
ず
か
0
・
2
％
を
占
め

る
に
過
ぎ
な
い
サ
ン
ゴ
礁
に
は
、
海

洋
生
物
の
30
％
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
生
命
の
宝
庫
と
言
え
、
人
間

も
サ
ン
ゴ
礁
か
ら
恩
恵
を
受
け
て
い

る
生
物
の
一
部
で
す
。

し
か
し
、
気
候
変
動
や
二
酸
化
炭

素
排
出
な
ど
に
よ
っ
て
、
サ
ン
ゴ
礁

は
消
滅
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
海

の
汚
染
も
原
因
の
一
つ
。
こ
の
ま
ま

で
は
、
40
年
後
に
残
る
サ
ン
ゴ
礁
は

半
分
以
下
に
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

身
近
な
海
に
も
ご
み
が
あ
る
現
実

今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

タ
ラ
号
の
乗
船
体
験
に
合
わ
せ

て
、
仁
尾
の
海
岸
で
は
ご
み
拾
い
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
ご
み

は
、
１
日
で
な
ん
と
３
０
０
キ
ロ
！ 

環
境
問
題
は
、
遠
い
海
の
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
住
む
身
近
な

場
所
に
も
存
在
し
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
で
き
る
こ
と
を
一
つ
ず
つ

行
動
に
移
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

タラ号に乗って学んだ、海が抱える環境問題

私たちにもできる！ 環境を守るための心がけ

タラ号来航中には、環境学習の一環として、市内 8校の児童が乗船体験に参加しました。
子どもたちの視点から感じたこと、これから実践したいことを書いた感想文を紹介します。

三豊市オリジナル
エコバッグの

「明
あ さ っ て
後日バッグ」を
使おう！

ペットボトルではなく、
水筒やコップを使う

絶対にごみをポイ捨てしない

海岸や川に落ちているごみを拾う

エコバッグを使い、
レジ袋をもらわない

▶問い合わせ　タラ号：生涯学習課　☎73－3135
 　　　　　　  明後日バッグ：環境衛生課　☎73－3007

仁尾小4年  山地  央
お う か

栞さん 山本小5年  篠原  瑠
る こ

子さん 松崎小6年  上村  美
み ゆ か

優椛さん

タラ号は、世界の海を回って海
の健康状態を調べているそうです。
今、世界の海はだんだん不健康に
なっているそうです。このままで
は、40 年後にはサンゴが半分に
なってしまうと聞いてびっくりし
ました。
私たちは、仁尾の海で回収した
たくさんのごみも見ました。ほと
んどがペットボトルなどのプラス
チックでした。それが海に出て目
に見えないぐらい小さなマイクロ
プラスチックになると、プランク
トンと間違えて魚が食べてしまう
のだそうです。そして、その魚を
最後に食べるのは私たちです。怖
いなあと思いました。
プラスチックは身の回りにたく
さんあって、とても便利だけど、
自然を不健康にする原因になって
います。ペットボトルでなく水道
の水を飲む、レジ袋をもらわない
などのことから始めて、海の環境
を少しでも守れるように努力した
いと思いました。

タラ号の皆さん、今回は私たち
にタラ号のことをいろいろと教え
ていただき、ありがとうございま
した。
私は「タラ号」と聞いたとき、
どこの海の何を調べるのか、気に
なっていましたが、タラ号は世界
中の海が健康かどうかを調べる船
だと分かりました。
私はタラ号に乗ったとき、今ま
で乗った船の中で一番大きくてび
っくりしました。重さは１２０ト
ンもあると聞き、とても重たいな
と思いました。
日比野克彦さんの話によると、
私たちが捨てているごみは、海の
中では溶けずにマイクロプラスチ
ックになり、サンゴにストレスを
与えて死なせてしまうそうです。
酸素を作っているサンゴが死んで
しまい、大変なことになるなと思
いました。だから、これからは買
い物の時は、エコバッグを使った
り、なるべくペットボトルの飲み
物は飲まないように気を付けたい
です。

科学者たちを乗せて、世界中の
海を航海しているタラ号に乗船で
きてとてもうれしかったです。
私が一番驚いたことは、海のサ
ンゴが大切な生き物だということ
です。私たちが呼吸をしている空
気の半分は、サンゴの力でできて
いるということを聞いて、びっく
りしました。でも、そのサンゴた
ちの生活を壊しているものがあ
ることを知り、それは大変だと思
いました。なんと、それはプラス
チックだったのです。私たちの生
活に便利な物でも、海中のプラス
チックは海に住む生き物の敵です。
海の生き物たちがプラスチックを
食べ物と間違えて飲み込んでしま
うと、死んでしまうかもしれませ
ん。また、汚染された魚を人間が
食べても大変です。
私が住んでいる詫間にもきれい
な海が広がっています。この海を
守るために、砂浜に落ちているプ
ラスチックを拾います。そして、一
年生の弟にも教えたり、家族みん
なに呼びかけたりして、海のクリ
ーン作戦に参加しようと思います。

乗船体験では、ヨアン・ミュシュリ船長（左）たちから、乗船体験では、ヨアン・ミュシュリ船長（左）たちから、
気候や環境の変動が海に与える影響について話を聞きました気候や環境の変動が海に与える影響について話を聞きました

▲日比野克彦さんによる説明

▲仁尾の海岸に漂着したごみ


